
一般財団法人 地域総合整備財団（ふるさと財団）主催・岩手県共催 地域再生セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 2017 年 1 月 23 日（月） 13:30～16:40 （開場 13:00） 

会  場 ホテル東日本(３Ｆ 鳳凰の間) 岩手県盛岡市大通り 3丁目 3-18 TEL: 019-625-2131 

参 加 費 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セミナー内容等のお問い合わせ先】 

（一財）地域総合整備財団（ふるさと財団）地域再生部（担当）加藤（かとう） ０３-３２６３-５７３６ 
 
【参加申し込みのお問い合わせ先】 

   岩手県 政策地域部 地域振興室県北沿岸・定住交流(担当）小野（おの）０１９－６２９－５２１１ 

テーマ：『地域コミュニティの活性化による「ふるさと振興」』 

～住民協働による地域づくり～  

 

<講師>  島根県中山間地域研究センター 研究統括監 藤山 浩氏 
 

     株式会社カルチャーアットフォーシーズンス 代表取締役 中島 淳氏 

 

【セミナー概要】 
 

  岩手県では、今後更なる人口減少・少子高齢化が見込まれており、地域コミュニティ機能の低下が

懸念されています。 

  このような中、県、市町村においては、移住の促進に向けた取組を「地方創生」の重点施策の一つ

に掲げるなど、外部や若者の視点による持続可能な地域づくりを推進しているところです。 

  地域コミュニティの維持・活性化について、その方策を考えるとともに、地域全体で取り組む機運

の醸成を図るため、本セミナーを開催します。 

本セミナーでは、基調講演として島根県中山間地域研究センター研究統括監 藤山 浩氏をお招き

し、「田園回帰の現状と１％戦略」をテーマにお話しいただきます。 

次に事例発表として、株式会社カルチャーアットフォーシーズンス 代表取締役 中島 淳氏よ

り、「コミュニティ維持に向けた外部人材の活用」をテーマに実践的な事例紹介をしていただきます。 

 

【次  第】 
 

 13:30  開会挨拶    （一財）地域総合整備財団  理事長 柚木 憲一  

13:40  基調講演      テーマ:『田園回帰の現状と１％戦略』 

島根県中山間地域研究センター研究統括監 藤山 浩氏 

  14:50    質疑応答       

  15:05    休憩            ～ 15 分間 ～ 

 15:20  事例発表       テーマ:『コミュニティ維持に向けた外部人材の活用』 

㈱カルチャーアットフォーシーズンス 代表取締役 中島 淳氏 

 16:20    質疑応答           

 16:35    財団からのご案内  （一財）地域総合整備財団 地域再生部長 秦 賢蔵 

 16:40    閉会 



 

 

＜基調講演＞ 
 

島根県中山間地域研究センター研究統括監 

島根県立大学連携大学院 教授       藤山 浩氏  
  

 

１９５９（昭和３４）年 島根県益田市生まれ 

１９７８年 一橋大学経済学部 入学 

１９８２年 一橋大学経済学部 卒業 

その後、広島県・県立高校社会科教諭、株式会社 中国・地域づ 

くりセンター主任研究員、ニュージーランド留学、広島大学 

大学院国際協力研究科等を経て 

１９９８年 島根県中山間地域研究センター 地域研究課 研究員 着任 

２００４年 同センター地域研究グループ 科長 

２００９年 島根県立大学連携大学院教授（10月より兼任） 

２０１３年 島根県中山間地域研究センター 研究統括監。現在に至る。 

現在、益田市に、日本一の清流・高津川の河畔の岩山に新居を構え、田園生活中。冬は、25年間にわたり、１０

０％薪ストーブで暖房。毎年６トンの薪割りが趣味。 

＜専門分野＞博士（マネジメント）中山間地域政策、地域マネジメント、地域人口分析、地域経済循環、GIS分析 

国土審議会「住み続けられる国土専門委員会」委員他、国・県委員多数。 

著書に「田園回帰１％戦略」（農文協）など。 

 

＜事例発表＞ 
 

株式会社 カルチャーアットフォーシーズンス  

代表取締役                 中島 淳氏 

 

 

総務省地域力創造アドバイザー、内閣官房地域活性化伝道師、 

ふるさと財団 地域再生マネージャー、農林水産省地域活性化支援人材ほか 

 

１９６３年兵庫県出身。 

１９８８年北海道大学農学部卒業後、㈱リクルートに就職。 

２００１年 ㈱カルチャーアットフォーシーズンスを設立し代表取締役に就任。 

会社テーマは「日本の地域に多くの挑戦を創出すること」。 

あくまでも外部人材の一人であることを徹底し、挑戦の当事者は地元にいなけ 

ればならないことを念頭に活動。現地での当事者づくりと仕組みづくりの 

サポートを活動領域にする。 

近年の地域活性化は「この指とまれ」すなわち、自らやりたいという意思を 

持って立ち上がる地域こそに可能性があるとする。 

ふるさと財団では２００５年～２００７年の山形県遊佐町での地域再生マネージャー（２００６年豊島区に 

アンテナショップ開設。開発した農産物パッケージが２００８年グッドデザイン賞受賞）を始めとして、 

地域再生セミナー講師、短期診断マネージャーほか年間１０数本の全国プロジェクトに携わる。 

自転車の長距離ライドが趣味の１つだが、歳とともに練習をさぼりバテ気味。自分の活性化が課題。 

 
 

 

講師の略歴 


